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国際通信センタービル納め

超高層ビル向け電子計算機制御による中央監視
制御装置
Centra】SupervisorY Equipment with Computer for

SkYSCraPer KDD Building

抑‾柑J邪心に埋設された【二珊買モ適†;言センター¶ビルは,超耐讃ビルであり匝順旭イ･‡の

巾舶として拭い公共性をもっている･二,

このたび11立;宴川三仰ま､このビルmにおけるみ椎施設の中火監視制御装置を鮒乍三,

納入した｡

本業吊の特上一主は,HIDIC350制御肝正j'一計馴幾システムを仰いて多数の枇制御械

-;ケ;圭の監視制御を行なうもので,中央処押装置には‾-一束系を托川し,バックアップ
シ

ステムのう吉備などにより肘=卸システムのイ‾i吉相件をiて■Jiめているり+乏射註,ノ′と･澗衛生ノ女

びl;ガ災設備に対LCathode Ray Tube(以‾卜,CRTと略す)の抹札 終椎プログラ

ムのり三行により非ノ馴､fにおける【′l助的な処芯,打‾ナノ佗び黙エネルギー一別御による綿

析逆転 監視効率ク〕l｢り_卜並びにエリけ)字妄与=とを卜才1るとともに,システムに対する雑

地利石肌 公共件の維持ノ女び安今の締付こをもト小一ノた′･

l】 緒 言

新柄副邪心に建設きれた【珊祭通信センタービル(以下,KDD

ビルと略す)は,地_【二32階,延床面柿123,803m2の超高層ビル

で,一一般の超高層ビルとは内部偶成が異なり,多数の人間が

い-㌻任する市布隅(高層部)及び践Lい万引井l環境条件が要求され

る拙作言設備や大形電イ･計算機が設置される機械階(低層部)に

ょり構成され,また,熱源としては地域集中冷暖7カシステム

が利川されている｡

このような持田を有する超汚引百ビルにおいては,特にJ左う立

したノ荘源を負荷側に供給L,ビルグ)運営,機能維持に必要な

姑垣間国環境を継続L,_Fl_つ非†㍗許態の場fナは迅速確実な処

押を行なって肘j三一茶と財柘のイ呆仝を11支1ると同時に,l′耶祭通信

の中継｢l勺役捌を杓うものとして高い公Jヒ竹三を椙うことのない

ようにしなければならない｡また,姑近の社会的趨勢である

省エネルギ【,省力化を考擬し,経消的な効率化を【当らねば

ならない｡

これらのニーズを高い精度で満岨させるためには,情報を

･い央に篠約し,システム的に背j理制御することが砧も効果的

である｡/｢帆 これらのニーズを具体化する装置とLて,了別

御ノーrJ′i÷丘丁-t汁貨機(HIDIC350)による小央監視制御システムが

･梶川きれ,KDDビルに納入L官業逆転に入ったので,その

内谷について二大に述べる｡

国 電子計算機システム

2.1 システムの概要

受変電自家発鼠 空調衛も 放び防災関係設備の監視制御

を行なおうとするものであり,これらは,それぞれ州別性を

もつと同時に相互に有機的関連件をもてノている.二､そのため,

監視制御の形態としては､各用途ごとの多数の被制御機器に

対し,個別性をもたせるととい二,全体の有機的統合制御の

実現を図るため,制御用電了･計算機を用いたシステム構成と

し､i泣適惟及び経済性を追求Lた｡

豊田武二*

松本書信*

斉藤 博**
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KDDビルは我が国における国際通信の中枢であるために,

r-P央監視システムに高い信頼惟が要求された｡そのためにビ

ルの中央監視制御システムとして,我が国初の中央処理装置

(以下,CPUと略す)の二重系構成(DualSystern)を採用し,

信頼性の一つの指標であるMTBF(平均故障間隔)を8～9

倍に向上させた｡

ソフトウェア面では､電子計算機システムとオペレmタ(逆転

管理薪)との有機的な協調竹三を主眼にCRTによる腎7こ視を主体

とした｡またCPUの信根性向上とその使いやすさのために

マン マシン コミュニケーション(電子計算機との対話)の充

実を図-),電子計算機制御に対するオペレータの意志介在を

容易にした｡図1

2.2 マン マシン

マン マンン コ

略す)の充実は､

に電子計算機システムの構成図を示す〔つ

コミュニケーション

ミュニケーション システム(以‾下,MCSと

システムのイか､やすさを促進するばかりでな

く､'疫に椎々の装置障害時にもその波後便を姑小粒いこくい】卜

めることも可能で,オペレ【タまで含めた泣こ義の1日妄附‾rり_卜

につながるr_j 不システムでは,標準的なMC Sグ)ほかに,ビ

ル制御特有のMCSを付加し,その充実をトヌトた｡すなわち,

標準的なメモリ内容の流出し･諮込みノ女びタスクいノフトウェ

アの--･つで仕事の単位)の起動･停止のほかに次の機能を装伸

している｡

(1)CRTによりビル設備の硯汎 制御の状態,及び輿′パH人

態を容易に把膵できるようにLた(1

(2)オペレータ コンソールによる異常機器(又はメインテナ

ンス中の機貨詩)のCPUよりの切離し

(3)コンソール インプット/アウトプ､ソト(以下,CI/0と

略す)による対話方式のタイム スケジュール制御のプ邑･仲時

間の変更

(4)紙テープリーグ(以下,PTRと略す)によるタイム スケ

ジュール利子卸の根本的組啓え

*[トンニ馳作所人みかT二場
**

日立製作所機電乍業本部
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図l システム構成図

を高めている｡

CI/0
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注:HSM=ハイスピードメモリ

HSM･MPX=ハイスピードメモリマルチプレクサ

BPU=ベーシックプロセシングユニット

CE=コントロールエレクトロニクス

PCIO=プログラムコントロールインプットアウトプットトランク

SEL=セレクタチャネル

T/W=タイプライタ

M/D=磁気ドラム

INNER CE=内部制御回路

PCIO

HIDIC350計算機システムのハードウェア構成を示す｡二重系構成により信頼性

11卜により,ビルの運哨占十両によるレイアウト変盲だなどビ

ル特有の事態にもー【･分対応できる,フレキシブルなシステム

にしている｡

臣】 制御内容

3.1 監 視

カラーCRTに.よる監二睨を全的i的に拭朋L､多数の監視拍

r二1を少ない八主iで監視できるよう､次の恍橿二がなされている｡

(1)′壬変電,?;モ潮位び仏ソミ絹とし/て3fiのCRTを設置L,

終業務別に同時監視が可能となっている｡

(2)各L軒痢をすべてシンポリリク パターンとし,関連系統の

状況が一一ト+で分かる人f朴l二学的作巾を行なってし､る｡

(3)総帥巾叶放270抑面で,末端設備圭できめ細かな監視を可能

にしている｡

(4)ノ㍍川寺ブラインドノブ⊥〔とL,粁吉ヲ己牛.暗にて古手槻と剛こ‡に節

三吉柑別ランプをノ小二燈させ,オペレ【タのリクエストによりCRT

表′Jこを行ない,′削.‡監視からオペレ【タを!‾享H放Lているr__

(5)オペレmタとの協調作rr山二,及び千防促仝のL如かJJ,凧

1山一ごと,機貸さ子役び計測ノ∴･二ごとに推作盤から個別にCRT表ホ

呼Jllしを可能にしているLつ

図2にCRTの表ホ例を示すし､

3.2i塞択操作

′ヱ変花,空調イ街牛,ノ之び仙災の糾什逢ごとに接作悠を設け,

それぞれから退択制御方⊥じにより,Lや断昔二王や?ニウ胡助プJなど

48

グ〕枇H棚卸機器の制御を行なう.､選択制御コードには,Z,Ⅹ,

Yグ)3次‾フ亡マトり､･/クスノブ式を用い,Z,Ⅹ,Yの1刊付けは

ニ大のとおり と Lたっ

Z:系統｢メ:二分

Ⅹ:階数川ガ災の増子ナは場所の【メニ分)

Y:機器番ぢ･

表1に行間迩ごとの系統lメニ分をホす｡)

三左のル【ルで付L,機器選択コードは,

また,機片詩番号を--

そのル【ルを記憶す

るだけで公休の械器(コ【ド)の拭作が谷易となり,選択コM

表I Zコードの割付け 受変電,空調及び衛生におけるZコードの内容

を示す｡

Zコード 受 変 電 空調,衛生 防 災

0 受 電 冷 凍 機 火 災 報 知

l

2

自 家発電 熱 交 摸 器 排 煙

/＼ロンカ'スCVCF
l二次ポンプ

3 直)充電源 プ ラ ン ト 非常コンセント

4 A変電所 調 和 器 外 燈

5 B変電所 給気ファ ン NSコア扉

6 C変電所 排気ファ ン 航空障害僅

7

8

直7充配電

A系照明

空 気 源 直〉充分電盤

雑 泡消火

火災割込9
l 白系照明 衛 生



(a)受変電A変計7則CRT画面

(b)空調ファンコイル運転状態表示CRT画面

(0)防災火災区画及び排煙状態表示CRT画面

図2 CRT画面例 受変電,空調及び防災のCRT画面によりマン マシン

コミュニケーションを可能とLている｡

ドをすべて,吉山エLたり,コード表を械什ご･とに見る必安がな

くなったL_)‾虹に,選択北況は選択It】の機-:そ詩をC RTにフりリ

カ未′JミL,誤送爪でないことを確認綬マスタ スイ､ソチ(人･

切)により棟作を行なう｡操作確認は,CRT丈はバックアッ

プ グラフイ･ソク磐により行なわれる｡

なお,CPU(7)l-′1軌根作も,ニの選択コードに.=より子割と

のインター一口ックを取りながら行なわれる〔､

J｢洲についてもすべて選択計測により行なわれ CRTに

ディジタル表示される｡選択‾方式は,既に述べたZ,Ⅹ,Y

マトlトソクス士じによ り行なっている‥

3.3 記 毒曇

i言+録業務は,祁屯の一輪HlバJビルグ)†川川勺迦=グ〕ための統計

超高層ビル向け電子計算機制御による中央監視制御装置 593

デー′-タのイ光帆 ノ女び-･ii.牧鮒析などに必紫な紫頗であり､多数

の八手を必要とするり しかL,本システムでは-一身礼子亡鎚弼と

して13inタイプライタ2子∴ト=榔口として27inタイプライタ

2f一丁を設置L,すべての;言+録装荷を自利化し吊ノJ化をトズト〕て

し､る‥

圭た,オペレーータとの†那抑Ⅰ三れトグり〔本一世､恕をi言+鈷若布に

い垣用し,ニ火の仙侭を行な/ンているL)

(1)拍障記錨は､-一一般に山力帖l川の加納iや物f即州卜約かごっ略

号で印乍するが,緊公､解,読を仙けるために射Jl節ワプーをい川･fに

印ナi･:Lている:､

(2)日報を記蝕するデー一夕は1モ計札l∴〔のごく一一部であり,1モ

】汁札r∴】二の川±j･二は物押的に不可能である｡そこで,什ノコニエリア
を別古L,オペ･レMタの指;呈した計札･1】二を指1ヒされた糊州だ

けH幸一ま処押に組.み込むことを‾叶能にしているっ

表2に記録菜摘の処f町勺`存をホす.､

3.4 非常時の制御

ビルに才jいてはTに乞(設備,?ヒ調設備,枚びl;ガ災一別琵iの終系

統が布機的に問辿しで計って,-ノ〕の人きな系統を形成してい

るし:従ノーノて,火災,空調熱源ダウン,停′直などの非竹=､什士,

両手削勺,又はl二き1】接的に別系統に対し人きな;;をき宇戸を′ゴーえる-1二

れら州_/-7二の関連を無視しては,ビルの総でナ的な制御による安

仝且つ拉過な逆用は考▲えごブれない

そのたれ 木システムでは次にj並べる北本ノ牡想のもとに非

常l時の過i怪制御を行な/ノている【つ

(1)1靖吉の使先度を､火災→停電→熱源ダウンと1ヒめる｡

(2)日系統よl)■ド仏系統の障害は,過婚期においては下イ〕‡系

統の制御のみとし,日系統は-iii独のフィーーードバ､ソク制御のみ

を行なう〔)

(3)白系統よ-り二位系統での障害は,その呈iを_乏宇戸を【自二棲′受ける

グ)で,その柿二号に応じた拉適北態にするため,白系統の過把

期制御を実行L,その緒は障害系統(_卜位)の輿ノ馴寺フィード

バ‥ノク制御に格行させる｡

(4)以上述べた原則により,火災時には二空調設備を緊急仲1卜

するととい二,1註プJ･乍調のプログラム制御は緊急イ小｢二させ

るが,火災中に停電が発ヰ､した場†ナだけは電源の確保が急務

グ)ため,この税別に枝Lて【二l電子芭電の超勤から各スポット ネ

･ソトワー【ク■変電仰の日雇発電側への切換r†i11御は滋優先して行
なう｡

表2 記董責業務内容 ロギングプリンタ,アラームプリンタによる記録の

内容を示す｡

No. 記 錦

l 日 章艮
(l)電 力 日 報

(2)空調日報

l
(=受変電機器故障記鐸

2. 故 障 記 鐸 (2)空調動力機器故障記三録

(3)防災機器故障記緑

3. 異 二伏 記 録

(l)計)則点上下托艮記録

(2)クリテイカル異常記録

(3)防災感知機動作記毒責

4. 手彙 作 記 鐸
(l)自動操作記‡緑

(2)手動操作記毒桑
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図3 空調系統の概略説明図 空調系統のプラント異常時のバックアップ系統の内容が分かる

3.5 省エネルギー･省力制御

本システムでは,次に述べる自助制御を行ない,符エネル

ギ",打力化を阿っている_.

(1)無効乍は力制御

(2)H`未発電負荷制限制御

(3)一一次f脊水,;吐逆ポンプ子i数制御

(4)熱如鮒詮∴次fて†水ホンプ古ぃ由利御

(5)iて}凍機六鮫肌御

(6)タイム スケジューーール肘j制

(7)フィルタiFlテ抑制制

(8)付記･徴■在処雌り己′,に低利御)

(9)熱源プラント ダウン【==吐処叩

(10)子如掛抑川1二のスケジュール機汁…主役ノL柑J捌

このうち,本稿では(5)の冷凍機のチト放制御について処刑r勺

子羊を述べる､_ノ

KDDビ′レの熱源とLては,地域肘†1fて州左方ノiシステムを利

川Lているが,こグ)熱掘プラント ダウン峠にも池†‾三言.馴言行の設

帯される機械階の乍朋ダウンはi拝されず.そのたれ 機械l:件

の′′こ?1t調和機の系統は,図3に′Jけ系統により′榊､1三熱粥けラ

ントの一一次冷水を熟女旅Lて∴次冷水とLて供給し､熱源プ

ラント ダウン特には;†〉凍機にょりバ･ソクアップするようにち･

/-+ている._.

図4にプラント ダウンと件ノーにが_巾な/ンた柏ノ｢州て二j子まで巧一腱

した,J令i束機f‾丁数丁川御の概略フローをホす.｢

ニグ)フローしい,ノ控!物の熱‡1荷布嵩,

に上 り行なわれる

6

Q=∑(才in
n二=1

Ⅳ=Q/Q斤

二二に､～in:

加
凡
∬
Q
Q
Ⅳ

〃

必安子㌻致の符山は次J〔

-～on‾1F･7?･〟･=･

二次;了}水ポンプ入rlf占.L性

二次丁行水ポンプ山11f.て左J竺

一_二大冷水十′ンプi允i占ニ

シ立 教

健三物熱負荷(kcal)

冷凍機1Tこi二11たりの能プバkcal)

必背進転こ子;数

(1)

(2)

3･6 オペレータとの協調制御

ビルの制御対範慌一片謹は多数にのばり,個別に打助→子助の

りJ授スイッチを設けることは､柁榊†三,拙作作ノ之び拡肘′卜の

耐力IJ)子ミき策ではない｡しかし､プログラム制御に組ふ込まれ

ている機才謹のうち､ある特;上叫馴岸を手動制御にするために
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一汁笥磯制御をロックすることは他の多くグ)機汁詩が無制緑川人態
となり,オへレ一夕に人きなチ=1トとなノーノては謹.ま返ってくる〔_ノ

ニの不附上するデメリットにかんがしみ‥汁馴幾制御とオペレ【

タのノ3∴よがあ吉†ナすることなく協■洞できるシステムをl-i指L,

制御不要

YES

｢
■■■■‾■

冷凍機起動したか?

YES

NO

NO

｢

■■甲■
建物の熟負荷演算

l
冷凍機必要台数算出

l
現在運転台数と必要+至些
台数の比較

起動

停 電 中 か?

I
冷凍棟を起動Lても発

電衛星負荷とならない

か判定して,過負荷の

場合優先度の低い負荷

かち引はずし

冷凍機起動指令

I
rlS WAIT

l
謡方軌たか?望
l

クールグタワーのファン及び

冷却水出口温度は合理的か?

冷凍機停止指令

l
停止中の冷凍枚

あるか?

lYES
停止中の冷凍機に肩代
わりさせる

冷凍機停止指令

図4 冷凍機台数制御概略フロー 複合障害まで考慮しナニ冷凍機の台数

制御の処理内容を示すLつ



次の仙収を行な一ノている

(､1)MC Sによるパラノ･･一夕変‾如

次に述べる制御プログラムのパラメ【夕を,MC Sにて修

+l三することにより,オペレータの意ノ吉を亡汁算機制御に反映さ

せる1)

(a)

(b)

(c)

(d)

スケジュール対敏系統のJチ1LJ･三翌日のタイム テーブル

スケジュール対毅系統の対範機諾謹の組付せテーーブル

スナンュrル対敏機㍑こ‡の指令スキップ;正二滝パラメータ

予約㍍滋パラメータ

(e)機船仙】別ク‾)マニュアル似た肺パラメータ

(2)制御モーー｢卜逃j八

才糾1三l:け)行脚御モード指1ビスイリチに.より,終モ【ドニと

グ)計ち‾梢帥卜御への才舶ノ己,り畑柾しを指1Lする･.

(3) イ占ド+ミ外

接什l;げ)乙イソナにより一汁待機rい=卸の 一桁りJ嫌Lを子寸なう1-

El信頼性の向上

4.1信粗性向上の方法

ビ/しに】祉いJうごLい火にてリントさ三:ざ.弧l川御を行なうことは､総†ナ

r■1てJな処J二Iltができるたれ 炒キく化 円ノJ化が【こ即しるJ_之‾血 小一央

システムのlぺモ`.弓;によるダウン,丈はメインテナノスなヒIによ

る人∠一抑Jダウンの域ナナ,その披放任が人きなも･プ)となる､-
二

のため,中央の処J理装置には,岳f妄言根性が要求されているが,

KDDビルにおいては公共件の確保のため,特にこれを強く

安+～されていた()

本システムでほ次に示すシステム構成を行なって,より高

雌な仁束抑トの】｢り___‡二を阿った〔)図5にそのシステム構成を示す｡

買電

自家発電

中央処理装置

電子計算機システム

ピンボード

設定器

バックアップシステム

直接式遠方制御システム

中央処理装置

TKEXP

(半導体切換スイッチ)

個 別

選 択

デコーダ

遠方制御(送)

遠方制御(受)

現 場 盤

マイナ制御システム(日立製作所納入外)

イー■■ CVCF †

_,..,....▼...▼.,...▼..............,,...▼....▼...+

バッテリー

注:CVCF=定電圧定周波装置

図5 バックアップシステム ブロック図 信組性の面からの全体シ

ステムブロック回である-
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(1)供給ノ山傾に対する円山古

供紆一別京のダウンは汝爺的な械能ダウンにつながるr･･従っ

て,∴屯化されたCVCF(定′■富J主･;立郎皮数`都城装置),バ

1ソテり--から乍システムに安1上したうー左腹の供給を行な′ンてい
る､〕

(2)中央処碓装置の∴弟化によるイ‾こ三根性の巾+上

中央処理装置はすべての機能をつかさどる中根であり,そ

のダウンほ全機能の停Ⅰ上二を余儀なくされる｡従って,中火処

雅楽置を_二重化し,同期をとりながら並列処稗L=州.i‾サの

巾糸の比較岬享子ナにより､Jllカイ‾i_言ぢ-のイ､己子弟則†l三をi‾l'7け)るとといこ

け系ダウン時には瞬時に異常系を-りJり離L,処件の地紋什を

催促Lろ.･がいiも独逆転に入るシステムとし,イ‾i‡鮎州三のl｢りトキ

【甥/1ている｡

(3)バックアップ システムによる信栢′性のl｢り卜.

粁LF三叉は人糊lミJな計算機ダウンによる制御不能をl;川■_する

たれ マニュアル バックアップ システムを設け,信鰍lナⅠ三の

王rlj_卜を[』ノーJている｡

(4)デバッギングいノブトウェアの調性)､ノーール〔迫与与Jによる

柘…卓小寺iグ)lrりⅠ二

村設帖の硯地デバlノブ｢いの占十尉幾悼_1L帖川を姑小l社主にする

たオ=二,デバリグ榊のツールを用′くヨてしたJ

4.2 バックアップ システム

†批言亡したように,小突処坪装置ダウン時のマニー1アルに上

る制御機能の維持により信頼性グ)【rり上を阿るたれ 次グ)バ･ノ

クアップ機能を装備した.二,

(1)図6にホすバックアップ グラフイ･ソク盤,り三約束ホ盤に

.より市費機器北態ノ女び拍肺椎別と蒐チト胎のマトリックス去ホ
による概略判別

(2)ピンボード.没㍍肘二上るグループ別-･捕発･仲

(3)Z,Ⅹ､Y選択コードによる仙川J選択ヲさ･桝肘1三

(4)枚抑横糸ディジタル スイ‥ノチとコード表による抽Ij‾糾岬j別

(5)-リ三杓メータに上る選択㍍十川

4.3 デバッギング ツール

ビ′レ設愉の帆没に伴うプログラムの帽正が発仁ト㌻る域′†が

あるLフ 特にKDDビルは,池仁子設備の導入にナナわせて糾仁ビ

′レ.洲iげJlごり.浸されるリニの楊†ナ,三1然硯他における礼子貨プロ

グラムのデパ､ソグか′とじてくるが､この際,オンラインj雀Ll白三

仲l川引呈りを鰊プJ少ら･くL,アベイラビりティ(様中小キミ)のrrり卜

表3 伝送方式に求められる機能と特長 ビル内郡の制御信号の伝送

に求められるニーズと特長を示す.

伝送内容 機 能 及 び 特 長

制 御

l.制御点数が多いので,各点当たりの処理時間を最小にする必要

があるこ､

2.中央から平常時は選択制御,異常時はその緊急性のため同時制

御可能な方式にすること｡

3.ケーブル本数を少なくするよう考慮することL-｡

卜現場側の接点信号を確実に高遠に中央に伝える｡

表 示
2.この信号は同時性,連続性が確保されねばならない｡(接続され

る機器数が多いので,信号の数が非常に多い)

3.ケーブル本数は制御とr司じ..

卜計測信号の伝送は,その精度を確保することが重要である√･

2.選択方式による取込みでよい｡

計測】;二夏蚕;,…‡三重三重…孟恵三三:買Lになるような信号変脚
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野 賢顎 芋｢-て｢切
恥

芯瓜

㌧､巧

藤

や粍
㌔ノ

"っ〉′▲叫ナノ淑

淘軸志

図6 バックアップ表示盤 写真製版式エッチングパネルによるバッ

クアップグラフィック表示盤を示す｡

をI-ズ】る必要がある｡二のニーズから主系で単独オンライン運

転L･従系の入･r寸1力をオンラインから切り離L､入力をM

CSにより=吾込み可能なドラムの特定のエリアとL,H_りJは

CI/0に･よって行ない,従系電√計算機システム内でクロー

ズさせてデバッグ可能なツ【ルを装備し,オンライン逆転休

‥二時間を知縮Lている｡

8 遠方制御とリモート ステーション

5.1遠方制御の特長

多数の分散された紋別机■､〔を対象とするため,遠方制御プ7

式とLて求められる機能,特上壬を表3にホす｡二れによI)､

今山ilの最適信号伝送方式として次を用いた｡

(1)制御関係には,図7に示すマトり‥ノクスう選択直接式遠方

音別御方式を用いた｡

(2)表示関係には,個別少勢力直送方式を用いた｡

(3)計測関係には,図8にホすりモーート ステⅦションによる

マトり､ソクス選択計測†ム遠方式を用いた｡

5.2 リモート ステーション

ビルにおける制御ケーーブルは,ビル内の燕南方向に1三ち_卜

がっている4仰仰のケ【プル シャフト/＼の布設が井本となる｡

このシャフトにffトって,fナ計36佃‥輯にリモート ステーション

を配置し､マトリックス′豊作与りレー,架約変換器を内蔵きせ

ケ【ブル本数及び総延長･変授詩話数の低減,岬設変更工事の

容易件の確保を図ったしJ

l司 効果･特長

(1)省力化によるワンマン
コントロールが吋能

(2)非′馴寺における′i些嵐+】二確な処理の確仰

(3)総柄逆転による省エネルギー化

(4)`i‾に十計算機の∴耳=ヒノ女びバックア‥ノブ制御による痛い信

束馴牛の確保

(5)CRTによる監視効率の向_卜

(6)1汁算機制御化による盤ハードの単純化,標準化による向

数の什tさ域

(7)二+ニー■拝の容易作及び将来の砧肘咋の確保

l】 結 言

以一卜,KDDビルの小央耶抑J御システムについて概略的

に述べたが,今川のシステムは∴二弔系1=にJ'･汁算機システムノ之
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図7 制御伝送方式

ツクス選択制御方式を示す｡
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図8 計測伝送方式

方式を示す｡
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⊥ l 検出端

--一巾-･＋-{仙

計測値を伝送するリモートステーションとその選択

ぴバックア･ソプ制御の完備などによI),監視制御システムの

何語析性化がはぃIJメLており,停電や火災などの非′馴寺におい

ては迅速,且つ適切な処置か-†能となり,国際通イ言としての

山J聖の公+一川三の維持に大きく頁献することが期待できる｡

′乏変ノ芯?と話吼 t;〟災をそれぞれ電十計算機システムを適し

て‾りこいに旧辿づけ,有機的なトータル制御を行なうことによ

り全休とLての仁子栢胤 緑樹咋の効果を挙げることができる｡

また,演算‥釦抑+断などの高伎な処群をTEイ一計算機に行

なわせ,納互盤･とのインタフェースと統一一することにより,

乍体とLてグ)装置の小形化 標準化を行なうことができた｡

/㌻f妾は遠方制碓り方⊥じも含め∴変に研究を進め最適な超瑞層

ビル監視制御システムの確､∵を阿りたい｡

上が妾に･十川のシステムの開発,製作に御指噂並びに御協

ノJをいただいたi対係終位に対し,厚く淋よを表わす次第である√､




